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ナナホシテン トウとナ ミテン トウの

採卵方法に関する一つの試み

高 橋 敬 一

草地試験場

An Experiment on the Collecting Method of Eggs of the 

Lady Beetles, Coccinella septempunctata brucki MULSANT and 
Harmonia axyridis (PALLAS) (Coleoptera: Coccinellidae). 

Keiichi TAKAHASHI (National Grassland Research Institute, 

Nishinasuno, Tochigi 329-27, Japan). Jpn. J. Appl. Ent. 
Zool. 30: 62-64 (1986).

捕食性 テン トウムシを室内で大量増殖す る場 合,産 卵 された

卵塊の共食いを防 ぎ,か つ卵塊を傷つけ ることな く,効 率 よく

回収す ることが必要であ る。そ のため には,で きるだけテ ン ト

ウムシが飼育容器内 の同 じ部位に産卵 し,か つ,卵 の取 り出 し

が容 易で ある ことが望 ま し い。SHANDS et al. (1970)は,ナ

ナ ホ シテ ン トウCoccinella septempunctata brucki MULSANTを

用いて,採 卵方法 の改良を行 った。今回は ナナホシテ ン トウお

よび ナ ミテン トウHarmonia axyridis (PALLAS)を 用 い て,さ

らに簡便な採卵方法につ いて実験 を行い,若 干の検 討 を 行 っ

た 。

材 料 お よび 方 法

直径,高 さともに9cmの ガ ラス製 腰高 シャー レに,7×8cm

の アル ミホイルを二つ 折 りに した もの2枚 と,ア ブラムシお よ

び アル フ ァルフ ァの茎 葉部1本 とを入れて,テ ン トウムシの雌

成虫1頭 を放飼 し,シ ャー レの上部をナイ ロンの 網 で 覆 い,

22℃,16時 間照明下で 産卵部位に関す る実験 を行 った(Fig. 

1.)。 なお,ア ル ミホイルを実験に用い た の は,産 下 された卵

の取扱 いが容 易で,人 工 増殖に好都合なためであ る。2枚 のア

ル ミホイルの一方(A)と アル ファル ファは毎 日新 しい ものと

交換 したが,ア ル ミホイルの他方(B)と シ ャー レお よび ナイ

ロンの網は実験期間中交換 しなか った 。

実験 に用いた アル ファル ファは茎 の上部 を約7cmの 長 さに

切 り取 り,切 り口は湿 った脱脂綿で包 み,そ の周 りは アル ミホ

イルで覆 った。 この アル ミホイルも実験期間 中交換 し な か っ

た。

実験 に供 したナ ナホシテン トウお よびナ ミテン トウの雌成虫

は,3月 下旬か ら4月 にかけ て当場(栃 木県西那須野町)の ア

ル ファル ファほ場で採集 した越冬虫を用 いた。採集前 の産卵 の

有無は確認 していない。

テ ン トウムシのえ さとしては アル ファルフ ァに最 も普通 に寄

生 してい るコン ドウヒゲナ ガ ア ブ ラ ム シAcyrthosiphon kondoi 

SHINJIを 与 えた。
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Fig. 1. Design of the experiment. 1: nylon 

screen, 2: petri dish, 3: alfalfa, 4: 

aluminum sheet A (replaced by a new 
one every day), 5: aluminum sheet B 

(not replaced).

供試虫数は ナナホ シテ ン トウ,ナ ミテ ン トウ それぞれ20頭

とし,調 査は毎 日1回 行 い,卵 塊を回収 しなが ら,産 卵場所別

に卵塊数お よび卵数を記録 した。

結 果 お よび 考 察

1. ナナホ シテン トウ

Fig. 2は 実験 途中で 死亡 した1頭 を除いた残 り19頭 のナ ナ

ホシテン トウの産卵 場所 の推 移を,5日 間ご との平均値で示 し

た もので ある。卵塊数は5日 間ご との合計値で示 した。

実験開 始後1日 目か ら5日 目まで(1～5日 と略す。以下同

様)の 産卵 場所 の比 率は アル ミホイルAとBと でそれぞれ24.0

%お よび5.7%で あ っ た。 なお,脱 脂 綿を覆 うのに使用 した

アル ミホイルへ の産卵は ぎわ めてわず かであ り,Bに 含めた。

また,シ ャー レお よび ナイ ロンの網では,そ れぞれ39.4%お

よび30.8%で あ った。

その後の各場所への産卵比率をみ ると,6～10日 には,ア ル

ミホイルAへ の 産卵比 率は76.7%に 増加 し,実 験終 了時 まで

ほぼ70%以 上 が これに産卵 され た。 そ の他 の場所へ の産卵比

率をみ ると,い ず れ も16%以 下 であ った。 アル フ ァルフ ァへ

の産卵は16日 目に初 めて観察 さ れ,そ れ以後 も5.3～15.1%

の範囲 と,少 なか った。

5日 ごとの卵塊数の推移をみ ると,16～25日 に約9個 と最高

になった後は徐 々に減少 して5個 程度 とな った。46～55日 に再

び7～8個 まで増加 した ものの,55～60日 には急減 し約3個 と

な った。

全 期間 を通 してみる と,ナ ナホ シテ ン トウでは,1頭 あた り

Fig. 2. Transition of oviposition sites of Coccinella 

septempunctata brucki.

産 下 した全卵塊の74.1%に あたる56.0卵 塊が アル ミホイルA

に産 卵 された。アル ファル ファへの産卵は少な く,全 体 の約8

%,5.9卵 塊にす ぎなか った。

Table 1は 産卵場所別にみた卵 塊の大 ぎさを卵 塊あた りの平

均卵数 で示 した ものであ る。 これでみ ると,ナ ナホシテン トウ

では ナイ ロンの網に産卵 された卵塊が一般に小 さく,1卵 塊 の

大 きさが 約23卵 であ ったが,他 の場所に産卵 された ものはや

や大 き く30～37卵 で,場 所 ごとの有意差 はなかった。な お60

日間 の1頭 あた りの総 産卵数は平均1,980個 であ った。

以上 の ように,ナ ナホシテ ン トウでは毎 日新 しい もの と交換

した アル ミホイルAに 産 卵する ことが多 く,実 験期間中一度 も

交換 しなか った アル ミホイルBへ の産卵は少なか った。 この こ

とは,排 泄物で汚れ てきたアル ミホィルへの産 卵を避け る習性

があ るため と考 え られ る。シ ャー レやナイ ロンの網への産 卵が

1～5日 に比べ て,そ の後低下 したのも これ と同 じ理 由に よる

と考 えられ る。 このよ うなことか ら,ナ ナホシテ ン トウは,飼

育容器内に アル ミホイル を入れ てこれ を毎 日交換 すれば,産 下

Table 1. Number of eggs within an egg batch

a) Between different characters, values are significantly different at 5% level with t-test.
b) Only one egg batch.
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Fib. 3. Transition of oviposition sites of Harmonia 

axyridis.

された卵塊の70%以 上 を容 易に回収す ることがで きる。

2. ナ ミテン トウ

Fig. 3は60日 の実験期間終 了まで生存 した15頭 のナ ミテ ン

トウにつ いて,ナ ナホシテン トウと同様 に,産 卵場所の推移を

示 した ものであ る。

ナ ミテン トウの場合 はナナホシテ ン トウと異な り,ア ル フ ァ

ル ファへの産卵が 多い ことが特 徴であ った。アル ファルファへ

の産卵は1日 目よ り認 められ,40日 目までは70%以 上が アル

フ ァルフ ァ上に産卵 され,と くに11～15日,31～35日 にはそ

れぞれ93.9%と91.2%に 達 した。41日 目以降,ア ル ファル フ

ァへ の産卵比率は やや低 下 した ものの,な お48.1～73.0%の

範 囲であった。

新 しいアル ミホイルAへ の 産卵比率は21～25日 に最高21.9

%を 示 した ものの,大 部分は10%以 内の ことが多 く,と く に

41日 目以降は4%以 内に とどまった。一方,一 度 も交 換 しなか

った アル ミホイルBへ の産卵比率 は35日 目までは0～9.5%で

あ ったが,36日 目以降増加を示 し,51～55日 には41.8%に 達

した。 この よ うに アル ミホイルの新 しい もの と古い ものに対す

る産卵 の比率は ナナホシテン トウとは異 な る傾向を示 した。

なお,シ ャー レお よび ナイ ロン網への産 卵 も,そ れぞれ0～

16.7%お よび0～1.8%認 め られた ものの,時 間的経 過に伴 う

一定 の変動 傾向は認 め られ なか った。5日 ごとの卵塊数の推移

をみ ると,実 験開 始後6～10日 に約7個 と最 も多か ったが,そ

の後は低下 し,約3～5個 の範囲で推移 した。全卵塊の73.2%

に相 当す る38.8卵 塊が アル ファル ファ上に産卵 され た。

産卵場所別にみ た1卵 魂あた りの卵 数は,Table 1に 示す よ

うに,シ ャー レのガラス面 では 少な く約20個 であ ったが,他

の場所では約26～31個 であ った。 ただ し,い ずれに も 有意差

は認め られな か った。なお,60日 間の1頭 あた りの総 産卵数は

平均1,420個 であ った。

以上 のよ うにナ ミテ ン トウの場合は,ア ブラムシの寄生植物

で あるアル ファル ファへの産卵が最 も多か った。 したが ってア

ルフ ァル ファを産卵対象 として用い ることに よって,70%以 上

の卵塊を回収す ることがで きる。なお植物 の種類に よってテン

トウムシ類の産卵の割合が異 なる例が 報告 され てお り(SHAH, 

1983; BOLDYREV et al., 1969),ア ル フ ァルファ以外 の植物 を

用い る場合は,そ の都度検討す る必要が あろ う。
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